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高い技術と信頼性で、社会
企業理念
YOKOGAWAは
計測と制御と情報をテーマに
より豊かな人間社会の実現に貢献する

YOKOGAWA人は
良き市民であり
勇気をもった開拓者であれ

YOKOGAWAは1915年の創立以来、計測、制御、情報技術を軸に、
最先端の製品を産業界に提供し、社会の発展に貢献してまいりました。
時代によって変わるニーズを敏感に読み取り、自ら変革を遂げながら成長を続け、
今日では制御分野における世界のリーディングカンパニーの一社に数えられています。
これからも、信頼のおける産業界のパートナーとして豊かな社会の実現に貢献し、
企業価値を高めてまいります。

創業当時の渋谷工場 初代CENTUM

1915： 建築家・工学博士横河民輔が、横河一郎、
青木晋の参加を得て、東京府渋谷町に
電気計器の研究所を設立。

1917： 電気計器を発売。日本の電気計器国産化
の先駆けとなる。

1920： 株式会社組織とし、（株）横河電機製作所
と称す。

1964：工業用分析計市場に本格進出。

1966：渦流量計を完成し、製造・販売を開始。

1974： シンガポール工場Yokogawa Electric 
Singapore Pte. Ltd.を設立。

  オランダにヨーロッパ営業所Yokogawa 
Electric （Europe） B.V. を設立。

1975： 世界初の分散形制御システム、総合計装制御
システム「CENTUM」発表。

1933： 航空計器、流量・温度・圧力等の自動調整
装置の研究・製造を開始。

1950：日本初の電子管式自動平衡計器を完成。

1955： フォックスボロー社（米国）と工業計器に
関する技術援助契約を締結。

1957： 北米営業所Yokogawa Electric Works, 
Inc.を設立。

1983： （株）北辰電機製作所と合併、
横河北辰電機（株）に社名変更。

1986： 中国の西安儀表廠と合弁で、計装
システムの設計・販売会社、西儀横河
控制系統有限公司を設立。

  CI（コーポレート・アイデンティティ）
実施、横河電機（株）に社名変更。

1988：高周波測定器分野へ本格参入。

1990： バーレーンにYokogawa Middle East 
E.C.を設立。

1996： 共焦点レーザ顕微鏡スキャナを発売、
バイオテクノロジー分野に参入。
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課題解決に向けて、
積極的に事業活動を
展開します

免責事項

本レポートに記載されている当社グループの計画、予想、戦略、判断などのう

ち、過去の事実でない記述は、将来の業績に関する予想であり、現時点で入手

可能な情報に基づいた経営者の判断によるものです。実際の業績は、経済状

況や為替相場などさまざまな要因により、これらの業績予想と大きく異なる

可能性があることをご承知おきください。

CENTUM, VigilantPlant, VigilantPlant Services, DPharp, ProSafe-RS, ADMAG, AXR, 
FLXA, CSU-W1, CellVoyager, SENCOM, InfoEnergy, Enerize, SMARTDAC+は、
横河電機（株）の登録商標または商標です。

2002：安藤電気（株）の全株式を取得。

2005： 海外事業の統括会社Yokogawa 
Electric International Pte. Ltd.を
シンガポールに設立。

2008： 新薬開発を支援するバイオテスト
システムを開発、創薬支援システム
市場に本格参入。

2010： 測定器ビジネスを横河メータ&インスツルメンツ（株）
に統合。

2011： 中期経営計画「Evolution 2015」を発表。

2013： 国内制御事業の販売、エンジニアリング、
サービスを担う横河ソリューションサービス（株）を発足。

再生可能エネルギーの普及と
新しいエネルギー社会の構築
への取り組み
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　平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。

　2013年度は、エネルギー関連市場での需要が引き続き堅調な制御事業を

中心に積極的な事業活動を展開しました。その結果、円安が継続した影響も

あり、売上高、営業利益とも前年度と比べ増収・増益となりました。当期純利益

は前年度と比べ減少しましたが、これは前年度に遊休資産の売却に関する特別

利益を計上したことなどによるものです。

　当社グループを取り巻く現在の事業環境には、日本市場の構造変化、市場の

グローバル化のさらなる進展、制御事業におけるグローバル競争の激化など、

大きな変化が見られます。2014年度は、成長戦略の推進と財務体質の改善に

加え、厳しさを増す市場競争に勝ち残るために、ソリューション・サービス・

カンパニーへの進化を加速させます。また、当社グループの強みである「ビジ

ネスの中核となる高信頼・高品質の製品群」、「高いプロジェクトマネジメント

能力」、「高度な業種の知識とエンジニアリング能力」、「現地化・現地力」など

を強化しながら、収益性の向上を図ってまいります。

　今後とも株主・投資家の皆様のご期待に沿えるよう企業価値の向上に努め

てまいりますので、引き続きご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役会長 代表取締役社長

株主・投資家の皆様へ
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西島社長インタビュー

課題解決に向けて、
積極的に事業活動を展開します
エネルギー関連投資の拡大を背景に、

堅調な海外の制御事業を中心とした積極的な事業活動を展開した結果、円安が継続した影響もあり、

受注高・売上高・営業利益ともに増加という結果になりました。

代表取締役社長　西島　剛志
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2013年度の業績について教えてください。

　受注高・売上高・営業利益ともに前年度に比べて増加しま

した。

　2013年度における世界経済は、米国では緩やかな景気回復

の動きが見られ、欧州経済も後半には持ち直しが見られるよ

うになりました。しかし、新興国の経済成長の鈍化という懸念

材料は1年を通して払拭されることがなく、総じて回復傾向に

ありながらもそのペースは緩やかなものにとどまりました。

　日本経済も、一連の経済財政政策等への期待感から進行し

た円高の是正・株高が継続し、個人消費や企業業績が上向く

など緩やかな回復傾向となりました。一方で、輸入原材料価

格やエネルギーコストの上昇、消費増税による消費減退への

懸念等もあり、先行きの見方は慎重なまま推移しました。

　こうした中で、当社グループは中期経営計画「Evolution 

2015」に基づいて、エネルギー関連投資の拡大を背景に、堅

調な海外の制御事業を中心とした積極的な事業活動を展開し

ました。その結果、円安が継続した影響もあり、受注高・売上

高・営業利益ともに増加という結果になりました。（下表参照）

2014年度の市場予測および業績予想は

いかがでしょうか。

　主力の制御事業については、資源国・新興国におけるエネ

ルギー開発や需要の増加を背景として、引き続き堅調に推移

すると予測しており、同事業の受注高、売上高、営業利益は前

年度と比べて増加する見通しです。

　計測機器事業は、半導体テスタおよびモーションコント

ロールビジネスの終息や、測定器ビジネスの一部を担ってい

た子会社の売却などの影響により、受注高、売上高は前年度

と比べて減少する見通しです。一方、営業利益はモーション

コントロールビジネスの終息などに伴い前年度と比べて増加

する見通しです。

　この結果、グループ全体では、受注高、売上高、営業利益、

経常利益、当期純利益ともに前年度と比べて増加する予想と

しています。配当については、中間期6円、期末6円の年間

12円に据え置く予定です。

経営上の課題と今後の経営方針について

お聞かせください。

　早急に取り組まなければならない経営課題は次の2点です。

1.  市場構造の変化を上回るスピードで

ビジネスモデルの変革が必要

2. 為替効果を除いた実質成長が必要

　日本市場の構造変化は当社の想定を超える早さで進んでい

ます。石油・石油化学分野では大規模な事業構造改革や再編

が進められ、素材・材料の分野では生産の海外へのシフトが

加速しており、グローバル競争の渦中にあるお客様からは、

今まで以上に高い付加価値を求められるようになりました。

また、海外市場でも競争環境が激化しています。お客様がグ

ローバルに分散することにより地域横断でのマネジメントの

必要性が高まっていると同時に、アフリカや中央アジアなど、

新たな成長エリアへの投資判断の必要性も出てきました。こ

のような市場構造の変化を上回るスピードで、当社のビジネ

スモデルを変革していく必要があります。

　2013年度は円安が継続したことによる利益の押し上げ効

果が大きく、為替効果を除いた実質成長は実現できませんで

した。この現実を認識し、グループ全体で収益性の改善に取り

組まなければなりません。ビジネスの力強い成長を加速させ

るためにも、これらの課題に果敢に取り組む必要があります。

　これら2つの経営課題に対応するための方針として「成長

戦略の加速」「収益性改善に向けた取り組みの強化」の2点

を実行していきます。

Q1

Q2

Q3

2013年度の経営成績と2014年度の業績予想
（単位：億円、億円未満四捨五入）

2013年度
実績

前年度比 2014年度
業績予想

前年度比

受注高  4,060  515  4,170  110

売上高  3,885  406  4,000  115

営業利益  259  75  280  21

経常利益  257  77  260  3

当期純利益  123  ▲24  140  17

為替レート 対USドル 100.67円 17.34円 100.00円 ▲0.67円
対ユーロ 135.24円 27.84円 135.00円 ▲0.2円
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　「成長戦略の加速」では、ソリューション・サービス・ビジ

ネスのビジネスモデル構築と拡大が重要な鍵になります。生

産プロセスにおけるソリューション・サービスの領域には、

当社のコアビジネスである制御システムやフィールド機器の

他、高度運転支援や操業管理、製造関連ERPなど上位分野のも

のもあり、当社の事業範囲は垂直方向に広がり始めています。

　また、当社はプラントをはじめとする多くの生産現場での

操業・保守・安全に関わる課題解決の豊富な経験と実績を

積んできました。この強みを生かし、何が課題なのかがお客様

自身にも分からない段階からコンサルティングをさせていた

だくというビジネスモデルの構築をスタートさせ、これまで

お付き合いのなかった業種のお客様にも事業範囲が広がり

つつあります。

　さらに、プラントのライフサイクルにわたるサポートを継

続することに注力し、垂直・水平・ライフサイクルのマトリ

クス展開でソリューション・サービスを拡大することで成長

を加速します。

　ソリューション・サービスを拡大する上では、その基盤と

なる製品ビジネスの強化が重要です。当社の強みの一つであ

る高品質で信頼性の高い製品は、プラントの安定操業には不

可欠であり、お客様との関係構築の第一歩になりますので、

製品開発には引き続き注力していきます。

　「収益性改善に向けた取り組み」は「国内のビジネスコスト

削減」「コスト競争力の強化」「グローバル最適の実現によ

る効率向上」の3点を中心に強化していきます。

　「国内のビジネスコスト削減」では、まず幅広い業種を長年

経験し、高いスキルを持ったトップクラスの人財を、2014年

から3年ほどかけて海外へシフトすることを考えています。

また、コンビナートなどお客様に近いところに配置する人財

は、エンジニアリングやライフサイクルサービスなどに1人で

対応できるよう多能工化教育を進め、最少人数で最大の効率

を上げていきます。これらにより、国内・海外のコストバランス

を最適化すると同時に海外ビジネスの強化を図ります。

　「コスト競争力の強化」では、消費地に近い海外での生産と

調達の拡大をより一層進めます。国内では、まだ改良の余地

のある生産ラインに対しての自働化を進めるとともに、生産

のオーバーヘッドコストは、海外を含めた最適化を実現して

いきます。

　「グローバル最適の実現による効率向上」では、主要海外拠

点を社長直下の組織と位置付け、事業と地域をクロスさせ、

経営資源をグローバルで統合することにより効率向上を図る

全体最適と、地域市場への適合とのバランスの最適化を目指

します。

最後に、YOKOGAWAの社会的責任について

お考えを聞かせください。

　当社は、計測と制御と情報をテーマに、これまで高度な技

術と経験を積み上げてきました。これらをもとにした製品や

サービスで産業界や社会インフラを支えるだけでなく、新エ

ネルギーや省エネルギーなど地球環境保全に関わる分野でも

事業を通じて社会に貢献しています。

　2009年1月には、国連グローバル・コンパクトに賛同、署

名を行い、人権、労働基準、環境、腐敗防止の4分野における

10原則に沿った事業活動に取り組んでいます。また、当社グ

ループはさまざまな地域での社会貢献活動を通じて各国・地

域の抱える課題の解決に貢献しています。こうした取り組み

も、グローバルに事業を展開する企業としての責務であると

考えています。

　当社は、お客様や社会にとって最大の価値をお客様と共に

創造し続けることが当社の社会的責任であると同時に、事業

を継続する目的であり存在意義であると考えています。今後

も、持続可能な社会の実現に向けて、事業活動を通じた社会

貢献を継続し、企業価値を高めていきます。

Q4
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年度 2003 2004 2005 2006 2007 2008

財務情報

　売上高 3,719 3,871 3,889 4,334 4,374 3,765

　売上原価 2,414 2,500 2,459 2,759 2,774 2,530

　販売費及び一般管理費 1,123 1,123 1,176 1,282 1,326 1,188

　営業利益 183 248 253 293 274 47

　当期純利益（損失） 243 94 216 126 117 -384

　設備投資 214 187 295 403 380 268

　減価償却費 135 143 151 165 231 216

　研究開発費 270 290 309 362 409 372

　営業活動によるキャッシュフロー 83 183 256 405 208 245

　投資活動によるキャッシュフロー -102 -112 -117 -390 -510 -241

　財務活動によるキャッシュフロー -114 -13 -141 -61 239 284

　年度末

　総資産 3,974 4,003 4,178 4,387 4,446 4,010

　有利子負債 996 1,003 613 596 930 1,243

　自己資本 1,603 1,688 2,246 2,343 2,207 1,672

　財務指標

　営業利益率（%）  4.9  6.4  6.5  6.8  6.3  1.3

　デットエクイティレシオ（倍）  0.62  0.59  0.27  0.25  0.42  0.74

　自己資本利益率（%）  16.6  5.7  11.0  5.5  5.1  -19.8

　総資産利益率（%）  6.4  2.3  5.3  2.9  2.6  -9.1

　自己資本比率（%）  40.3  42.2  53.7  53.4  49.6  41.7

　一株当たりデータ（円）

　当期純利益（損失）  99.84  38.43  87.45  47.79  44.76  -149.26

　配当  7.50  7.50  15.00  15.00  16.00  16.00

　純資産  658.97  693.75  854.24  891.08  856.72  649.20

　株式情報

　期末株価（円） 1,544 1,452 2,095 1,806 998 394

　時価総額（億円） 3,921 3,688 5,628 4,851 2,681 1,058

　発行済株式数（株） 253,967,991 253,967,991 268,624,510 268,624,510 268,624,510 268,624,510

　その他情報

　期中平均為替レート（円）

　　　　　　　対ドル  113.97  107.46  113.09  117.00  113.80  100.66

　　　　　　　対ユーロ  132.73  134.90  137.81  150.33  162.26  143.28

注1：億円未満四捨五入で算出しています。
注2： 当社では、2006年度に連結子会社の決算期の統一を図りました。そのため2006年度は中国の子会社については15カ月決算となり、その他の海外連結子会社については13カ月決算と

なっています。この決算期変更に伴い、2006年度は12カ月決算の場合と比べ、連結売上高は221億円、連結営業利益は14億円、連結当期純利益は10億円増加しています。

非財務情報

　従業員数（名） 18,364 18,972 17,858 19,286 20,266 20,247

　制御事業 15,505 15,960

　計測機器事業 2,885 2,350

　その他事業 1,876 1,937

　環境情報※

　CO2排出量（t-CO2） 12,872 14,122 14,786 15,031 16,875 24,875

　水使用量（千m3） 200 222 190 208 243 466

　廃棄物総発生量（t） 874 713 713 653 671 807

※環境情報は、横河電機㈱における ISO14001認証取得事業所の集計値です。

11年財務・非財務サマリー
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　新興国を中心とした人口の増加と経済成長に伴うエネ

ルギー消費の増大、温室効果ガスの排出量増加による環

境問題の深刻化など、エネルギー利用に関わる社会環境

は大きく変化しています。このような状況の中で、クリー

ンで安定したエネルギーの供給を目指した再生可能エネ

ルギーと、効率的なエネルギー消費に向けた地産地消の

分散型エネルギーネットワークからなる、新しいエネル

ギー社会システムが構築されようとしています。

　本特集では、新しいエネルギー社会の構築に貢献する

YOKOGAWAの取り組みをご紹介します。 

太陽の恵みと新しいエネルギー社会

　地球に届く太陽のエネルギーは、主に熱として海洋や

陸地に蓄えられ、一部は風や海流等の運動や植物の光合

成の形で蓄えられます。再生可能エネルギーは、太陽から

得られるエネルギーに関係するものが多く、効率よく利

用しやすい形に変換して活用されています。

　石油や天然ガスなどの化石燃料では、製油所や発電所

等で変換されたエネルギーをパイプラインや送電網を介

して消費地に供給する大規模集中型のエネルギー供給が

中心でしたが、太陽エネルギーは地球上の広い範囲に降

り注いでいるため、地球上のどこでも取り出して活用す

ることができます。日差しが強い、海が暖かい、山林や牧

場や畑がある、生活廃棄物がたくさん出るなどの地域の

特色を生かし、太陽のエネルギーを中心に地域が発展す

るという、地産地消型の新しいエネルギー社会の発展が

期待されています。

再生可能エネルギーの普及と
新しいエネルギー社会の構築への
取り組み



CSR 環境経営 人財 コーポレート・
ガバナンス

役員一覧 関係会社 会社情報／株主情報

9

Yokogawa Electric Corporation   Annual Report  2014 9

YOKOGAWAのインダストリアルオートメーション

　工場における生産活動を安全に効率よく行うためには、

温度・圧力・流量等を正確に測定して、最適な状態に制御

することが求められます。また工場の設備は故障や老朽

化などによってその機能が低下することがあるため、設備

の状態を把握し、ライフサイクルにわたって最適な状態で

運用することも重要です。YOKOGAWAのインダストリ

アルオートメーションは、計測と制御と情報の技術を生か

し、石油・石油化学・化学・鉄鋼・電力等のさまざまな分野

で、工場の安全で安定した操業、高効率な操業を支援する

と同時に、省エネルギー化に貢献しています。

　地産地消型の新しいエネルギー社会においては、エネ

ルギーを供給する重要な設備を制御するために、

YOKOGAWAがインダストリアルオートメーションの

市場でこれまで培ってきた高い技術とノウハウが必要と

されるようになると考えられます。

再生可能エネルギーとYOKOGAWAの関わり

　YOKOGAWAは再生可能エネルギーの利用が広まり

始めた当初からこの分野に取り組んできました。ブラジ

ルのバイオマス、インドネシアの地熱、中国の風力、スペ

インの太陽熱などのプラントや設備において、制御シス

テム・コントローラ・センサ等が採用されるなど、これま

で多くの実績を積み上げてきました。化石燃料は、長い時

間をかけて凝縮された効率の良いエネルギー源ですが、

再生可能エネルギーはエネルギーとしての密度が低いた

め、取り出して利用するには大掛かりな設備が必要です。

このため、当初はまず設備にかかるコストが注目され、

YOKOGAWAがこの市場に提供する製品もコントローラ

やセンサなどの単品製品が中心でした。 

分散型エネルギーネットワークによる
循環コミュニティ

“太陽の恵み”から電力エネルギーを創出する、
集光型太陽熱発電所
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　工場ではエネルギーを消費するだけでなく、生産活動に

おいて熱や水素・ガスなどの形でエネルギーを排出するた

め、工場を中心として、周辺地域と連携したコミュニティ

を形成して、これを有効活用することが重要になります。

　2013年６月、沖縄県久米島で、世界で初めて商用運転

を前提とした実海域での海洋温度差発電実証設備が稼働

しました。この設備は、海水の表層と深層との温度差を利

用して発電するものです。この取り組みは、同時に深層水

の低温性・冨栄養性・清浄性・水質安定性という4つの特

徴を生かして、養殖漁業や農業等の地域産業の活性化も

実現させます。海に蓄積された豊富なエネルギーを利用

するため、離島や沿岸地域に適した新たな地産地消のコ

ミュニティ形成による効率化が期待される取り組みとし

て大きな注目を集めています。YOKOGAWAは、海洋温

度差発電の取り組みに構想の初期から参加し、大学や先

進技術を持つ企業とともに事業を推進してきました。今

後もさまざまな分野でこのような取り組みに積極的に参

画し、リーディングカンパニーとしてプレゼンスを向上

させていきます。 
オーストラリア・NEPソーラー社の、太陽熱を利用した冷房システム
太陽追尾コントローラーやプロセスを集中監視・制御するソフトウエアが高効率運
転に貢献しています。

　近年では、設備の安全で効率的な運転・運用が注目され

るようになり、YOKOGAWAのビジネス範囲も制御シス

テムへ拡大しています。蓄電池や蓄熱システムとの組み

合わせの実用化、海洋に蓄えられた熱を利用する海洋温

度差発電の実証試験等、豊富で安定した新しいエネル

ギー源の開発が進むにつれて、より高度なシステムが求

められるようになっています。

分散型エネルギーネットワークへの展開

　再生可能エネルギーの普及と発展は、地域の特色を生

かした分散型のエネルギーネットワークによる地産地消

のコミュニティ形成を可能にします。このようなコミュ

ニティでは、コミュニティ内のさまざまなエネルギーを

統合して効率的に管理することが必要になります。

　住宅やビル、病院等の都市機能を中心としたスマート

シティのエネルギーネットワークは、外部から供給される

エネルギーと、熱や電気を供給するコジェネレーション

設備等の分散エネルギー源、廃棄物や排熱等のコミュニ

ティ内部で発生するエネルギーを組み合わせて、最適な

循環システムを形成します。

沖縄県久米島の海洋温度差発電実証試験設備 
統合生産制御システムが設備全体を最適に制御し、発電効率の向上に貢献しています。
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2010(年） 2015 2020 2025 2030

工場中心型コミュニティ

都市型コミュニティ 新しいエネルギー
社会

離島沿岸型コミュニティ

新しいエネルギー源の発展 地産地消の分散コミュニティの形成 次世代のエネルギー社会の確立

電力システム
改革

分散型エネルギー

新しいエネルギー社会の構築に向けて

地熱

風力

太陽光

バイオマス /廃棄物

集光型太陽熱

排熱 /未利用熱

海洋温度差

海洋バイオマス

Yokogawa Electric Corporation   Annual Report  2014 11

水素を利用した新しいエネルギー社会

　石油や天然ガスなどの化石燃料は、液体の形で貯蔵・運

搬され、それらを燃焼させて発電機を回し電力エネル

ギーを作ります。一方、再生可能エネルギーは、最初から

太陽熱や海の熱、風などの形で存在するため、輸送や貯蔵

が難しいという課題があります。また、太陽エネルギーは

赤道近くのサンベルト地帯で多く得られるため、供給地と

需要地が地理的に離れていることが課題となっています。

さらに、天候や気候などの自然環境の変化による影響を

受けやすいため、必要な時に必要な量だけ供給すること

が難しいという課題もあります。これらの課題を解決す

る手段の一つとして注目されているのが水素の利用です。

　水素は燃料電池車などで利用が進んでいますが、エネ

ルギーの貯蔵や運搬の媒体としても活用できることで注

目されています。水素は熱や電気のエネルギーで水を分

解することにより製造することができます。そのままで

は扱いが難しい物質ですが、トルエンと化合させるなど

の技術が実用化され、安全に効率よく貯蔵・運搬できるよ

うになっています。

　エネルギーの生産地と消費地を結ぶエネルギーキャリ

アとして水素の利用が実用化されることで、エネルギー

の効率的な供給が可能になり、分散型のエネルギーネッ

トワークがさらに進化した新しいエネルギー社会の実現

が期待されます。そしてこの新しいエネルギー社会にも、

YOKOGAWAがこれまで培ってきた高い技術とノウハ

ウが必要とされる市場が広がっているのです。

　再生可能エネルギーと分散型エネルギーネットワーク

の流れは着実に進んでおり、大きな市場を形成しようと

しています。エネルギーキャリアの進化により、太陽のエ

ネルギーが豊富なサンベルト地帯で、太陽熱を利用して

作った水素を需要地に船で運んで使用するというような、

新しいエネルギー社会の実現も遠い未来の話ではありま

せん。 

　YOKOGAWAは、このような社会の動きをビジネス

チャンスととらえ、新たなエネルギー市場の開拓に取り

組んでいきます。
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　YOKOGAWAは各種プラントの生産設備の制御・運転

監視を行う分散形制御システムを世界に先駆けて開発、制御

分野のリーディングカンパニーとしてグローバル市場で高い

評価を受けています。お客様の理想のプラントを実現する

“VigilantPlant”をビジョンとして、生産の効率化、資産の

最大活用、安全の確保、ライフサイクルの最適化の観点から、

高信頼の製品や、お客様の課題を解決するソリューション

サービス“VigilantPlant Services”を提供し、石油、化学、

ガス、電力、鉄鋼、紙パルプ、薬品、食品などさまざまな産業の

発展を支えています。

　また、計測と制御と情報の技術を生かし、再生可能エネル

ギーの有効利用や次世代エネルギーの創出を支援する

ソリューションも提供し、持続可能な社会の実現に貢献して

います。

• 安定した生産を実現する製品とソリューション・サービス

　プラントの制御・運転監視を担う高信頼の生産制御システム

をはじめ、プラントの安全を確保する安全計装システム、信頼

性と汎用性を両立させたネットワークベース生産システム、

生産設備を制御するプログラマブルコントローラなどを提供

しています。

制御事業
主な製品・ソリューション
• 生産制御システム • 安全計装システム • 生産管理システム 
• 品質管理システム • 設備管理システム 
• エネルギー管理システム   • 差圧・圧力伝送器 
• 流量計 • レコーダ   • 分析計 
• プログラマブルコントローラ
• 省エネルギーソリューション／新エネルギーソリューション
• セキュリティソリューション • 情報ソリューション
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モジュール型2線式
液分析計「FLXA21」

統合生産制御システム「CENTUM VP」

安全計装システム「ProSafe-RS」

差圧・圧力伝送器
「DPharp EJX」

2線式電磁流量計
「ADMAG AXR」

プロセスガスクロマトグラフ
「GC8000」

「SMARTDAC+」ペーパレスレコーダ
「GXシリーズ」「GPシリーズ」
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　また、生産現場の測定機器として、流体や蒸気などの圧力、

温度、流量を測定する伝送器や流量計、各種プロセスにおける

成分の濃度を測定するプロセスガスクロマトグラフやpH計

などの分析計、測定情報を電子的に保存するペーパレスレ

コーダや温度調節計を提供しています。これらの製品や、より

高効率の生産を実現するソリューションの提供を通じて、お

客様の安定した生産を支えています。

• 省エネルギーソリューション /新エネルギーソリューション

　工場のエネルギーの使用状況や無駄を「見える化」、また

使用状況を分析、最適化してエネルギーコストを低減する

ソリューションや、再生可能エネルギーの有効利用、太陽熱発電、

海洋温度差発電などの次世代エネルギーの創出を支援する

ソリューションを提供しています。

• セキュリティソリューション

　制御システムへのサイバー攻撃やウイルスの侵入を防ぐため、

セキュリティ対策を施したシステムの提供、運用支援、導入後

のサポートを行っています。また、設備監視を行える監視

カメラシステムも提供し、情報技術面、物理面の双方からお客様

の安全なプラント操業を支援します。

計測機器事業
主な製品・ソリューション
• 波形測定器 • 光通信測定器
• 信号発生器 • 電力・温度・圧力測定器
• 創薬支援システム
• 共焦点スキャナユニット

• 情報ソリューション

　基幹業務システム、生産管理システム、製造実行システム

など、情報の一元化や可視化を可能にするソリューション

を提供し、プラントのライフサイクルにわたりお客様の

リアルタイム経営を支援します。

2013年度の概況

　日本市場では厳しい状況が続きましたが、海外市場では

エネルギー関連市場での需要が堅調でした。このような市場

環境に加え円安が継続した影響もあり、前年度と比べ受注高、

売上高、営業利益ともに増加しました。

2014年度予想と事業戦略

　資源国・新興国におけるエネルギー開発や需要の増加を背景

に、エネルギー関連市場を中心とした堅調な推移が継続する

と予想されることから、受注高、売上高、営業利益は前年度と

比べ増加する見通しです。引き続き需要の拡大が見込まれる

資源国・新興国のエネルギー関連市場を中心とした積極的な

事業を展開していきます。
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プレシジョンパワースコープ
「PX8000」

共焦点スキャナユニット
「CSU-W1」

光スペクトラムアナライザ
「AQ6370D」

ハイスループット細胞機能探索システム
「CellVoyager CV7000」
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2013年度の概況

　半導体テスタビジネス終息などの影響により、受注高、売上高

ともに前年度と比べ減少しました。一方、営業損益は終息事

業関連費用の減少などにより前年度と比べ改善し、2006年度

以来7年ぶりの黒字となりました。

2014年度予想と事業戦略 

　半導体テスタおよびモーションコントロールビジネスの

終息や、測定器ビジネスの一部を担っていた子会社の売却

などの影響により、受注高、売上高は前年度と比べ減少、営業

利益は同ビジネスの終息などに伴い前年度と比べ増加する

見通しです。今後も市場の拡大が期待できる環境関連および

電気エネルギー関連市場、光通信関連市場などを中心に事業

を展開していきます。

　YOKOGAWAの創立以来の事業である計測分野では、計測

機器の提供を通じて産業界に貢献しています。電気・電子製品、

自動車などの開発や生産などに欠かせない測定器のビジネス

では幅広く製品をラインアップ、充実したサービス体制で

お客様のニーズに応えています。キーデバイスを自社開発

することで、特徴ある優れた製品を生み出しています。

　また、細胞を生きたまま観察できる共焦点スキャナユニット、

新薬候補となる化合物のテストを自動化する創薬支援システム

など、新たな市場を拓くライフサイエンス機器も提供して

います。

　YOKOGAWAは、航空機器や航海機器、気象水文機器の

ビジネスも展開しています。航空用では、エアバス社の大型

旅客機をはじめとする各種航空機向けにコックピット用

フラットパネルディスプレイ（多機能液晶表示装置）を提供して

います。船舶用では、大型客船から貨物船まで多くの船に

ジャイロコンパスやオートパイロットなどの航海機器を納入

しています。また、気象庁や地方自治体に雨量計、水位計など

気象水文機器を納入しています。

2013年度の概況 

　民間航空機および航海関連機器の市場が堅調だったことから、

前年度と比べ受注高、売上高、営業利益ともに増加しました。

2014年度予想と事業戦略 

　市場は引き続き堅調に推移すると予想しています。こうした

中で、民間航空機市場をターゲットとした航空機用フラット

パネルディスプレイ、および航海関連市場向けの省エネ関連

製品の販売活動を強化することで事業拡大に取り組みます。

その他事業
主な製品・ソリューション
• 航空機器
• 舶用機器
• 気象水文機器
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研究開発･知的財産

2014年3月31日現在
国　内 国　外

登録 出願中 小計 登録 出願中 小計 合計
特許 2,168 695 2,863 659 603 1,262 4,125

意匠 111 17 128 55 13 68 196

商標 476 1 477 628 91 719 1,196

　計 2,755 713 3,468 1,342 707 2,049 5,517

知的財産保有の状況
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セグメント別研究開発費 /売上高研究開発費比率の推移
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YOKOGAWAの研究開発

　YOKOGAWAの研究開発には、お客様のニーズや予測可能

な近未来に向けて主に事業部が取り組む「製品開発・先行開

発活動」と、不確実で予測不可能な未来における新たな事業

機会を探索する主にイノベーション本部が取り組む「研究・

市場開拓活動」があります。

　「研究・市場開拓活動」は、予測不可能な未来を探索する先

行マーケティング機能、コア技術を極める研究機能、そして市

場開拓機能の3つの機能が一体となり、新しい価値を提案し、

新しい市場や新しい事業を創造することでイノベーションを

引き起こすことを目指しています。

知的財産戦略

　YOKOGAWAは、研究開発とその成果から生まれる知的財

産が将来の企業価値をつくる源泉であると考え、知的財産の

創出・育成・活用を通じて、グループのグローバルな技術競争

力・防御力の向上を図る知的財産戦略を進めています。

知的財産の保護と公開～国際標準化の推進～

　過酷なグローバル競争環境において、スピーディかつ強固

な地位を確保するため、オープンイノベーション手法も採用

しつつ、知的財産戦略による自社技術の権利化・活用を推進

しています。また、国際標準化は、当社の重要活動となってお

り、IEC（International Electro technical Commission）、ISO

（International Organization for Standardization）など多

くの国際標準化組織にメンバーとして参加し活動しています。

ミラープラント

～研究者による市場開拓への新たなチャレンジ～

　イノベーション本部では、研究者がお客様の現場に

密着して、課題抽出や議論を重ねることにより、革新的

なコア技術・ソリューションの開発・共創を推進して

います。そのアプローチから生まれたのが、オンライン

プラントシミュレータ「ミラープラント」です。現場か

ら得られる知見を生かした「ミラープラント」により、

ベテラン運転員の経験やノウハウでのみ予測が可能と

されていた近未来のプラントの状態、および起こり得

る異常を予測することができるようになりました。ま

た、これまでは、すでに起きている実プロセスの各種測

定値を元に監視・制御を行っていましたが、「ミラープ

ラント」の予測を生かすことで、より高度なプラントの

安全操業と製品の品質維持を実現します。この技術に

より、革新的なプラントの監視・制御が可能になります。

これからも、同様のアプローチによるコア技術や当社

の計測・制御技術を活用した新規ソリューションサー

ビスを開発・共創していきます。

研究開発事例
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2013年度年間トピックス

2013年
4月

5月 6月 7月 8月 9月

▶  全天候型プラント用監視CCDカラーカメラ
「FIELDEYEⅡ」を開発、第一弾として非防爆
旋回型「FC33U」を発売

▶  海堀周造が代表取締役会長に、
西島剛志が代表取締役社長に就任

▶ 横河ソリューションサービス（株）が発足

▶  沖縄県の「海洋温度差発電実証試験設備」
（2012年7月受託）が稼働

▶ インドネシア バリ島の浄水場向け制御システムを受注

▶ 英国で最大級、大型ガス貯蔵設備向け制御システムを受注

　ヨコガワ・ユナイテッド・キングダムは、イギリス大手電力会社
スコティッシュ・アンド・サザン・エナジー社の子会社から、同国
最大級のガス貯蔵設備向け制御システムを受注しました。欧米では
今後も貯蔵設備を含むガス関連プラント・設備の新設、増設が予定
されています。この受注により、天然ガス関連分野で一層のビジネス
拡大を目指します。

▶  JX日鉱日石エネルギー（株）水島製油所A工場の計器室
統合プロジェクト向け制御システム基本設計業務を受注

　横河ソリューションサービス（株）は、JX日鉱日石エネルギー水島製油所A工場の計器室
統合プロジェクト向け制御システムの基本設計業務を受注しました。複数の制御システム
を統合して監視・制御する統合生産制御システム、プラントの安全操業に貢献する安全計
装システムなどを導入する基本設計を行います。計器室の統合で運転部門間の情報共有
が、また制御システムの統合により製造装置間での生産データの共有が可能となり、生産
効率の向上に貢献します。

▶  「ダウ・ジョーンズ・サスティナビリティ・アジア･
パシフィック・インデックス」に4年連続で選定

▶  「SMARTDAC+」のペーパレスレコーダ「GXシリーズ」「GPシリーズ」が2013
年度グッドデザイン・ベスト100に選定

▶ サウジアラビアの新設大規模給水パイプライン設備向け監視システムを受注

▶  南半球初、世界最大級の第二世代バイオエタノール工場向け
制御システムを受注

　ブラジルのヨコガワ・アメリカ・ド・スルは、第二世代バイオエタノールを生産
する工場向けに制御システムとフィールド機器を受注しました。木質チップや
麦わらなど食料以外の有機原料由来のバイオエタノールは第二世代と呼ばれて
おり、化石燃料を代替するクリーンエネルギーとして、世界中で生産が拡大して
います。当社は、プロジェクトの制御担当会社として計画の初期段階から参画し、
最適な制御システムとフィールド機器の基本設計に取り組みました。

▶  工業用分析計の新シリーズ「SENCOM」を開発、
「pH/ORP SENCOM検出器」を発売

非防爆旋回型カラーカメラ
「FC33U」
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10月 11月 12月 2014年
1月

2月 3月

▶  米国の世界最大級エチレンプラントおよび
大型ポリエチレンプラント向け制御システムを受注

　ヨコガワ・コーポレーション・オブ・アメリカは、シェブ
ロン・フィリップス・ケミカル・カンパニーがテキサス州
で建設を進める石油化学プロジェクトの制御システム
を受注しました。北米では、シェールガス開発による
天然ガス生産量の増大に伴い、石油化学、LNGなどの大
型プロジェクトが多数計画されています。この受注によ
り、北米市場で一層のビジネス拡大を目指します。

▶ 近未来のプラントの状態を予測する「ミラープラント」を開発

　ミラープラントは、プラントと同時並行で動作し、オンラインでプラント
の測定困難な箇所の内部状態を可視化すると共に、近未来のプラントの状態
を予測し、制御システムの操作画面やPC上に表示するシミュレータです。
このシミュレータを中核に据えた「最適オペレーション推進支援ソリュー
ション」を、石油、石油化学、天然ガス分野をはじめとしたお客様に向けて
2014年4月から提供を開始しました。ミラープラントの導入でプラントの
安全操業と製品の品質維持が可能になります。

▶ 豪州イクシスLNGプロジェクトのLNG運搬船向け制御システムを受注

　当社は豪州のイクシスLNGプロジェクトのLNG運搬船向け制御システムを川崎重工業（株）
から受注しました。2012年には同プロジェクト沖合生産・処理施設、沖合生産・貯油出荷
施設（FPSO）など一連の施設の制御システムを受注しており、今回の受注で、生産から運搬に
至る設備の制御システムに当社の「CENTUM VP」が採用されることになります。

▶  フィールド無線分野で革新的な技術開発を継続
「̶グローバル・イネーブリング・テクノロジー・リーダーシップ・アワード」を受賞̶

　当社は2010年に ISA100.11a（注）に準拠したフィールド無線用システム機器と無線フィー
ルド機器を世界で初めて市場に投入し、以来、フィールド無線分野のフロントランナーとし
て製品開発に取り組んできました。2014年には、既設の有線フィールド機器を無線化するた
めのマルチプロトコルアダプタの提供を開始します。2014年2月に、既存の有線技術と無線
技術を融合させ、フィールド無線の分野に技術革新の道を開いた点が評価され、国際的な
マーケティング、市場調査およびコンサルティング会社であるフロスト・アンド・サリバン社
から表彰されました。
（注）ISA100.11a：ISA（国際計測制御学会）が定めるフィールド無線システムの通信規格

▶  インドのバンガロール上下水道局向け
統合監視システムを受注

マルチプロトコル
アダプタ

グローバル・イネーブリン
グ・テクノロジー・リーダー
シップ・アワードのロゴ

「PX8000」
プレシジョンパワースコープ

ミラープラント画面イメージ

▶  ロシアの大規模プロジェクト
ヤマルLNGプロジェクト向け制御システムを受注

▶  横河メータ&インスツルメンツ（株）が高精度電力計
と波形測定器の長所を併せ持つプレシジョンパ
ワースコープ「PX8000」を発売

▶

▶
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CSR

　YOKOGAWAは「計測と制御と情報をテーマにより豊か

な人間社会の実現に貢献する」という企業理念をCSRの

基本方針とし、グループ全体に適用しています。本社に専任

部署を設置してグループ全体のCSR活動を統括するととも

に、グループ各社が世界各地の特性に沿ったCSR活動を展開

し、地域コミュニティの持続可能な発展に貢献しています。

また、「YOKOGAWAグループコンプライアンスガイドライン」

の中で、人権、法令遵守、労働安全衛生などに関する具体的な

行動のガイドラインを示しています。

●本業による社会貢献

　YOKOGAWAは企業理念に基づき、「計測と制御と情報」

をテーマに最高の技術と豊富な経験を長年にわたり築き上げ

てきました。地球温暖化や資源枯渇など社会が直面している

さまざまな問題に対し、BtoBtoC（Business to Business to 

Community）をCSR活動のコンセプトとして、環境

ソリューション、省エネルギーソリューション、安全計装

ソリューションなどの分野で、計測と制御と情報の技術を駆

使した製品とサービスの提供を通じ、持続可能な社会の実現

に貢献しています。

●企業としての責任

　YOKOGAWAは、企業行動規範の「基本方針」に、企業理

念の実現、お客様満足、法令やルールの遵守、人権の尊重、

市民社会の秩序や安全の5つを定めています。また、2009年

1月より、企業としてグローバルに活動する際の行動基準と

して、国連の「グローバル・コンパクト」に参加し、人権・労

働基準・環境・腐敗防止に関する10原則を、世界中のグルー

プ各社および取引先と共有しています。

※  CSRに関する詳細情報については、当社ウェブサイトを

ご覧ください。

CSRウェブサイトURL
http://www.yokogawa.co.jp/cp/csr/index.htm

RobecoSAM社「The Sustainability Yearbook 2014」

のYearbook Memberに2年連続で選定される

　世界的なSRIインデックス※DJSI（ダウ・ジョーンズ・

サスティナビリティ・インデックス）の対象銘柄の調査・

分析を行うRobecoSAM社は、昨年に引き続き

YOKOGAWAを「Yearbook Member」に選定しました。

RobecoSAM社は、経済・環境・社会の3つの側面から、

全世界の主要企業59業種、3,000社以上を分析・評価

し460社を持続可能な社会の実現に貢献する企業とし

て「The Sustainability Yearbook 2014」に掲載して

います。「Yearbook Member」の選定基準は今回引き

上げられており、従来の「各業種の上位15%以内」に

加えて、「業種トップ企業のポイントからマイナス

30%以内 」という基準が追加されています。

YOKOGAWAは、持続可能な社会に貢献する取り組み

を評価され、より高い基準でも選定されました。

※SRIインデックス： 企業の財務面のほか、環境面や社会面なども重要な投
資判断とする社会的責任投資（SRI）の指標

Highlight

YOKOGAWAは、国連グローバル・コンパクトを支持し、当社グループの全員で共有
すべき価値観として位置付けています。また ISO26000を尊重してCSR活動を推進
しています。
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環境経営

　YOKOGAWAは、地球環境保全を経営における重要な課題

と位置づけ、環境経営を推進しています。環境調和型製品の

開発やお客様の事業活動における環境負荷を分析・改善する

環境ソリューションの提供などでお客様の環境経営を推進

するとともに、グループの工場やオフィスにおいても環境負

荷の低減に積極的に取り組んでいます。

●推進体制

　環境経営の推進体制については、グループ全体の地球環境

保全活動ならびに地球温暖化対策の強化を目的とした

「YOKOGAWAグループグリーン化推進委員会」を設置し、

グループ全体で、地球環境保全活動および温暖化防止対策を

推進しています。

●自社の事業活動における環境負荷の低減

　YOKOGAWAグループのCO2排出量については、各社

ごとに削減目標を設定し、CO2排出量の削減施策および代替

エネルギーへの切り替え等によるCO2排出量の削減に取り

組んでいます。グループ全体のCO2排出量は、年々減少の傾

向にあります。一部の地域ではCO2排出量が増加していま

すが、各社でエネルギーの効率化を図り、生産等に対する原

単位ベースでの削減に努めています。CO2排出量の削減施策

として、高効率冷暖房機器、LED照明の導入、グリーン電力の

利用等を実施しています。オフィス・工場には、自社製品の

工場エネルギー操業支援システム「Enerize E3」やエネル

ギー管理システム「InfoEnergy」を導入し、エネルギーデータ

の見える化を図ることにより、CO2排出量を削減しています。

●お客様の環境負荷の低減

　YOKOGAWAでは、環境調和型製品の創出のために、製品

開発における設計基準やアセスメント基準を定めています。

また、ライフサイクルアセスメント（LCA）基準により製品の

素材、部品、加工組立、流通、使用、廃棄のライフサイクル

全体にわたる使用エネルギー、CO2、NOx、SOx排出量の各

項目を評価し、結果を公表しています。各種の基準をクリア

した製品は優れた環境性を持ち、お客様の環境負荷低減に

寄与しています。

　また、お客様の環境経営とコスト削減に直結する、設備の

運転効率向上や省エネルギーを実現するソリューションを

提供しています。世界的にエネルギー使用量が増加している

現在、YOKOGAWAの省エネルギー技術は、先進国のみなら

ず新興国を含めた世界各国から注目されています。

新興国の水問題解決に生かされるYOKOGAWAの

水ソリューション

　インドの都市部では、急速な産業発展とそれに伴う

人口の急増によって水の供給が不足し、頻繁な断水を

余儀なくされています。また、日本のように高度な監視

制御や保守の行き届いた配水管網が整備されていません。

当社はインドで約30年にわたり制御機器・システムを

提供し続けていますが、近年は喫緊の課題である水道

管の漏水率低減に向けたソリューションの提供に注力

しています。当社は日本の上下水道分野で培った豊富

な実績とノウハウを生かし、インドをはじめ、水で問題

を抱える新興国での制御事業の拡大を目指すと

ともに、限りある水を効率よく使う仕組みづくりを

支援し、さらなる産業発展と人々の生活環境の向上に

貢献していきます。

YOKOGAWAグループのCO2総排出量（国内・海外）

Highlight
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人財

　YOKOGAWAは1957年に北米営業所を、1974年にシン

ガポール工場を設立するなど、製造・販売機能の海外展開を

早くから積極的に進めてきました。現在、YOKOGAWAの海外

関係会社は70社、世界33ヵ国に広がっており、海外売上高

比率は全体の７割近くに達しています。グループ社員約

20,000名のうち11,000名を超える人財が海外拠点で働い

ており、各拠点の責任者のうち6割が、現地の事情をよく知る

現地の人財が務めています。近年では本社機能をグローバル

ヘッドクオーターとして強化していくために、経営企画、経

理、人事、法務などのコーポレート機能や開発機能のグロー

バル化を加速させています。

●グローバル人事制度の構築

　人財マネジメントでは、グローバルな異動による人財の最適

配置を実現するグローバル人事制度の構築を目指しています。

そのためには、統一された評価軸でYOKOGAWAの価値観

を理解した人財を選抜・育成すると同時に、昇進や報酬制度

の透明化を図る必要があります。1988年に定めた企業理念

を再認識するために、“YOKOGAWA人”としての価値観を

共有するプログラムを海外から先行して実施してきました。

2014年度には、26年ぶりに駐在員規程を抜本的に見直し、

多国間異動規程の共通化や基幹職務の要件の統一、報酬・昇進

システムの設計の透明化等の実現に向け、取り組みを始めて

います。また、人事制度の根幹であるグローバル人財の育成

については、人財の階層に応じてきめ細かい研修プログラム

を整備しています。

●次期経営者層を育成する研修制度

　最初に挙げられるのが、次期経営者層を育成するための

研修「グローバル・リーダーシップ・ディベロップメント・

プログラム」です。2011年はシンガポール、2012年には米

国で開催し、現在までに合計94名のさまざまな国籍の人財

がグループワークを中心とした研修に参加しています。次に

挙げられるのが「グローバル・タレント・ディベロップメン

ト・プログラム」という若手人財を対象とした研修です。主に

選抜された日本人従業員が、約7カ月の座学に加え、3カ月程度の

実地研修に参加します。実地研修では、現地の企業やNGOで

インターンとして実際の業務に携わります。

　創立100周年を間近に控え、YOKOGAWAは真のグローバル

経営の実現に向け、多層的で効果的な研修制度を整備する

ことによりグローバル人財の育成に拍車をかけ、経営環境の

変化に対応していきます。

若手社員

人財育成全体像

中堅社員

リーダー社員

初級管理職

中級管理職

上級管理職

経営層
グローバル対象

国内対象

新人海外実習

マネージャー基礎トレーニング

グローバル・リーダーシップ・
ディベロップメント・プログラム

組織・人財戦略トレーニング

グローバル・タレント・ディベロップメント・プログラム

グローバル・リーダーシップ・ディベロップメント・プログラム受講風景
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コーポレート・ガバナンス

　当社取締役会では、当社グループの事業に精通した取締役

と、独立性の高い社外取締役による審議を通して、意思決定

の迅速性と透明性を高めています。また、社外監査役を含む

監査役による監査を通して、取締役の職務執行の適法性、

効率性、合理性、意思決定プロセスの妥当性などを厳正に

監視・検証し、経営に対する監査機能の充実を図っています。

●取締役会

　取締役会は、独立社外取締役3名を含む9名で構成され、

経営に関する意思決定機関として、グループ全体の経営方

針・経営戦略の立案と業務執行の監視・監督を行っています。

取締役数を15名以内とする旨を定款に定め、また、株主の信

任に裏づけられた経営を実践するため、取締役の任期は1年

としています。

●監査役会

　監査役会は、常勤監査役2名、社外監査役3名の計5名で

構成され、重要監査項目を定めた年間計画に基づき、監査役

監査を実施しています。監査役は、取締役会、経営会議等に出

席するほか、内部監査担当部署、企業倫理担当部署および法

務担当部署との定例会合を実施し、内部監査の実施状況、コ

ンプライアンス教育の実施状況および内部通報制度の運用

状況について情報交換を図っています。また、取締役会議長、

代表取締役社長、会計監査人とも定期的な意見交換を行って

います。

●経営会議

　取締役会は、意思決定の迅速化を図るため、業務執行にか

かる意思決定を経営会議へ権限委譲しています。経営会議は、

社長、執行役員、社長に直結する子会社の社長、常勤監査役で

構成されており、すべての決議内容を取締役会に報告してい

ます。

●指名・報酬委員会

　指名・報酬委員会は、これまで取締役の報酬算定基準およ

び支給額の決定に関する取締役会への答申を行ってきた「報

酬委員会」の機能に、コーポレート・ガバナンスの客観性、透

明性をさらに高めるために、取締役候補の選考および次期社

長人選の推奨機能を加えた当社取締役会の任意の諮問機関

です。

コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

経営・執行・監査体制と機能

　当社グループでは、健全で持続的な成長を確保し、株主の

皆様をはじめとするステークホルダーからの社会的信頼に

応えていくことを企業経営の基本的使命と位置づけており、

「健全で利益ある経営」を実現するための重要施策として、

コーポレート・ガバナンスの充実に取り組んでいます。当社

は、監査役設置会社制度のもと、取締役会および監査役会を、

現経営陣から独立した社外取締役および社外監査役の招聘

により充実させることが、コーポレート・ガバナンスの一層

の強化に有効であると考えています。 

株 主 総 会

会 計 監 査 人

経 営 会 議

本社／事業部・関係会社

内部監査担当部署

監査役会（5名）
（うち社外監査役3名）

選任・解任

選定・解職
指示・命令・監督
監査／監督
連携・報告・諮問

社 長

監 査 役
取締役会（9名）

（うち社外取締役3名）

取 締 役指名・報酬委員会

ガバナンス体制図
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●会計監査人

　当社は、会社法および金融商品取引法に基づく会計監査に

ついて、有限責任監査法人トーマツと監査契約を締結してい

ます。2013年度における会計監査人への報酬額は以下のと

おりです。 

• 会計監査人の報酬等の額：90百万円 

•  当社および子会社の会計監査人に支払うべき金銭その他

の財産上の利益の合計額：1億40百万円 

●取締役および監査役の報酬

　取締役の報酬等については、株主総会で承認された限度額

の範囲内で、配分の決定の客観性および透明性を高めること

を目的に、取締役会決議に基づき、その過半数を社外取締役

とする3名以上の取締役で構成される「指名・報酬委員会」

を設置し、同委員会の審議を経て決定しています。

　社外取締役を除く取締役については、取締役の主な職務で

ある職務執行機能および執行役員等の業務執行の監督・監視

機能を維持するために有効な水準とし、かつ業績に対する連

動性を持たせるため、役割に応じた固定報酬、業績連動報酬

（賞与）で構成しています。

　社外取締役については、社外取締役の職責を考慮し、その

報酬構成を固定報酬のみとしています。

　監査役の報酬等についても、株主総会で承認された限度額

の範囲内で監査役の協議により決定しており、監査役（社外

監査役を含む）の職責を考慮し、その報酬構成を固定報酬の

みとしています。

　2013年度に支払った報酬等の内容は以下のとおりです。

報酬等の
総額

（百万円）

報酬等の /種類別の総額（百万円） 対象とな
る役員の
人数基本報酬 ストック

オプション 賞与 退職
慰労金

取締役
（社外取締役
を除く）

209 134 ̶ 74 ̶ 4

社外取締役 32 32 ̶ ̶ ̶ 3

監査役
（社外監査役
を除く）

60 60 ̶ ̶ ̶ 2

社外監査役 27 27 ̶ ̶ ̶ 4

（注） 1.上記には、2013年度中に退任した社外監査役2名を含んでいます。 
 2.取締役の支給額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれていません。

●社外取締役の活動状況

• 社外取締役　棚橋康郎 

　2013年度開催の取締役会14回のうち13回に出席し、必

要に応じ、主にわが国の基幹産業における経営者としての高

い見識と新事業の立ち上げ・展開の経験に基づく広い視野か

ら発言を行っています。 

• 社外取締役　勝俣宣夫 

　2013年度開催の取締役会14回のうち13回に出席し、必

要に応じ、主にグローバル企業である総合商社における経営

者としての高い見識と経営構造改革の豊富な経験から発言

を行っています。 

• 社外取締役　浦野光人 

　2013年度開催の取締役会14回のうち12回に出席し、必

要に応じ、主に製造業における経営者としての高い見識と経

営の情報化などの豊富な経験から発言を行っています。 

• 社外監査役　麻崎秀人 

　2013年度開催の取締役会14回のうち12回に、また、監

査役会17回のうち15回に出席し、必要に応じ、主に経験豊

富な経営者の観点および企業価値評価に関する高い見識か

ら発言を行っています。

• 社外監査役　宍戸善一

　2013年度開催の取締役会14回のうち14回に、また、監

査役会17回のうち17回に出席し、必要に応じ、主に経営法務、

コーポレート・ガバナンスに関する専門的な知識と幅広い研

究活動に基づく高い見識から発言を行っています。

• 社外監査役　西堀利 

　2013年6月26日の就任後から2013年10月28日の辞任

までに開催された取締役会5回のうち4回に、また、監査役

会6回のうち5回に出席し、必要に応じ、主に経験豊富な経

営者の観点と経済界における幅広い活動に基づく高い見識

から発言を行っています。

　東京証券取引所では、上場会社に対して、独立役員（一般株

主と利益相反が生じるおそれのない社外取締役または社外

監査役）を1名以上確保するよう求めていますが、当社では、

社外取締役3名、社外監査役1名の4名を独立役員として届

け出ています。（2014年3月31日現在）

●買収防衛策

　当社は、2007年より、当社株式の大量取得行為に関する対

応策（買収防衛策）を導入してきました。2014年6月25日開

催の第138回定時株主総会の終結をもって有効期間満了を

迎える買収防衛策（以下「本プラン」といいます）の取扱いに

ついて検討した結果、現在の経営環境を前提とすると、持続

的な成長により社会的信頼に応えていくことと、コーポレー

トガバナンスの強化に取り組むことが企業価値向上につな

がるものであり、本プランを継続することが必要不可欠では

ないと判断し、2014年5月13日開催の取締役会において、

本プランを継続しないことを決議しました。詳細につきまし

ては、当社ウェブサイトに掲載の2014年5月13日付 IR情
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報「当社株式の大量取得行為に関する対応策（買収防衛策）非

継続に関するお知らせ」をご覧ください。

http://www.yokogawa.co.jp/cp/ir/pdf/2014/20140513.pdf

●内部統制システム

　当社グループでは、コンプライアンスの基本原則を

「YOKOGAWAグループ企業行動規範」として定めており、

取締役が率先して企業倫理の遵守と浸透にあたっています。

また、財務報告の信頼性の確保および意思決定の適正性の確

保などを含めた「YOKOGAWAグループ内部統制システム」

を定めており、当社グループの業務が適正かつ効率的に実施

されることを確保するための内部統制システムとして整備

しています。

●リスク管理

　「YOKOGAWAグループ内部統制システム」として損失の

危険の管理に関する規程その他の体制を整備しています。

　内部監査担当部署はリスク管理部署として、リスクを抽

出・分析し、改善を提言するとともに、重要な事項は取締役

会および監査役に報告しています。

　また、グループの経営に重大な影響を及ぼすおそれがある

危機事象に対する対応を「危機管理規程」として定めていま

す。危機事象が発生した場合には、代表取締役社長が危機管

理委員長として情報伝達と指揮命令を統制し、人的な安全の

確保および経済的な損失の最小化を図ります。

　情報セキュリティに関しては、「秘密情報管理規程」により、

秘密情報の保護や取り扱いについて定め、徹底を図ってい

ます。

●コンプライアンス

　当社グループでは、コンプライアンス体制の整備と問題点

の把握、対処のために、企業倫理担当部署を設置し、コンプラ

イアンス経営を強力に推進しています。不正や不祥事を未然

に防ぐために、「不正をしない風土」と「不正をさせない仕組

み」を構築し、健全で風通しの良い企業を目指しています。

　コンプライアンスの徹底を図るため、企業理念や社員の行

動指針をまとめた「YOKOGAWAグループ企業行動規範」と、

日常の業務の中で遭遇する問題について遵守すべき事項を

まとめた「コンプライアンスガイドライン」およびその附則

としての「贈収賄防止ガイドライン」を定めるとともに、コ

ンプライアンス週間や研修・教育を通じた啓蒙・啓発活動を

展開しています。

　また、コンプライアンスにかかわる問題点を早期に発見し、

未然に防止するための通報・相談窓口を設置しています。さ

らに、毎年、全社員のコンプライアンス意識を調査し、その結

果を職場・職位別に分析して、次年度の施策に結び付けてい

ます。

•  5月14日
2012年度決算発表、決算説明会

•  6月26日
第137回定時株主総会、株主様向け「報告書」発行

•  8月6日
アニュアルレポート発行

•  8月9日
2013年度第1四半期決算発表、決算説明会

•  8月26日
海外 IR活動（香港）

•  11月8日
2013年度第2四半期決算発表、決算説明会

•  11月11日
海外 IR活動（北米）

•  12月6日
株主様向け「中間報告書」発行、7日　中間配当支払

•  2014年2月7日
2013年度第3四半期決算発表、決算説明会

•  2月末～3月初旬
証券会社4社（野村、みずほ、大和、CLSA）
のカンファレンスへ参加

2013年度の IR活動報告
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役員一覧
2014年6月25日現在

取 締 役

海堀　周造
代表取締役会長

西島　剛志
代表取締役社長

中原　正俊
取締役 常務執行役員

穴吹　淳一
取締役 執行役員

奈良　寿
取締役

黒須　聡
取締役 専務執行役員

棚橋　康郎
社外取締役

宇治　則孝
社外取締役

浦野　光人
社外取締役
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常務執行役員

藤井　　隆

鈴木　周志

執行役員

山崎　正晴

小西　信彰

河田　泰紀

伊東　千明

真鍋　嘉利

池澤　克哉

渡辺　　肇

執 行 役 員

監 査 役

牧野　清
常勤監査役

小柳　敬史
常勤監査役

取締役　棚橋康郎氏、浦野光人氏、宇治則孝氏および監査役　宍戸善一氏、山下泉氏は、
当社と特別な利害関係はなく、高い独立性を有しており、一般株主との利益相反のお
それがないことから、東京証券取引所有価証券上場規程第436条の2に定める独立役
員として指定し、同取引所に届け出ております。

麻崎　秀人
社外監査役

宍戸　善一
社外監査役

山下　泉
社外監査役
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関係会社
2014年3月31日現在

北米
アメリカ
Yokogawa Corporation of America

Yokogawa USA, Inc.

Yokogawa Nuclear Solutions, LLC

Soteica Visual Mesa, LLC

カナダ
Yokogawa Canada, Inc.

メキシコ
Yokogawa de Mexico, S.A. de C.V.

Yokogawa Engineering Services de Mexico, 
 S.A. de C.V.

南米
ブラジル
Yokogawa America do Sul Ltda.

Yokogawa Service Ltda.

欧州
オランダ
Yokogawa Europe B.V.

Yokogawa Europe Solutions B.V.

Yokogawa Europe Branches B.V.

Yokogawa Process Analyzers Europe B.V.

Yokogawa Africa Holding B.V.

オーストリア
Yokogawa GesmbH, Central East Europe

ベルギー
Yokogawa Belgium N.V./S.A.

フランス
Yokogawa France S.A.S.

ドイツ
Yokogawa Deutschland GmbH

Rota Yokogawa GmbH & Co. KG

ハンガリー
Yokogawa Hungaria Kft.

イタリア
Yokogawa Italia S.r.l.

スペイン
Yokogawa Iberia S.A.

イギリス
Yokogawa United Kingdom Limited

Yokogawa Marex Limited

ロシア
Yokogawa Electric CIS Ltd.

Yokogawa Electric Sakhalin Ltd.

カザフスタン
Yokogawa Electric Kazakhstan Ltd.

ウクライナ
Yokogawa Electric Ukraine Ltd.

中東
バーレーン
Yokogawa Middle East & Africa B.S.C. (c)

Yokogawa Engineering Bahrain SPC

サウジアラビア
Yokogawa Saudi Arabia Ltd.

Yokogawa Services Saudi Arabia Ltd.

アラブ首長国連邦
Yokogawa Engineering Middle East & 
 Africa FZE

アフリカ
南アフリカ
Yokogawa South Africa (Pty) Ltd.

Yokogawa Anglophone Africa Regions 
 (Pty) Ltd.

ナイジェリア
Yokogawa Services Solutions Nigeria Ltd.

Yokogawa Nigeria Ltd.

オセアニア
オーストラリア
Yokogawa Australia Pty. Ltd.

ニュージーランド
Yokogawa New Zealand Ltd.

アジア
シンガポール
Yokogawa Electric International Pte. Ltd.

Yokogawa Engineering Asia Pte. Ltd.

Yokogawa Electric Asia Pte. Ltd.

Plant Electrical Instrumentation Pte. Ltd.

インドネシア
P.T. Yokogawa Indonesia

P.T. Yokogawa Manufacturing Batam

マレーシア
Yokogawa Electric (Malaysia) Sdn. Bhd.

Yokogawa Kontrol (Malaysia) Sdn. Bhd.

Yokogawa Industrial Safety Systems Sdn. Bhd.

フィリピン
Yokogawa Philippines Inc.

タイ
Yokogawa (Thailand) Ltd.

ベトナム
Yokogawa Vietnam Company Ltd.

インド
Yokogawa India Ltd.

Yokogawa IA Technologies India Private Limited

中国
横河電機（中国）有限公司
横河電機（蘇州）有限公司
重慶横河川儀有限公司
蘇州横河電表有限公司
上海横河電機有限公司
上海横河国際貿易有限公司
横河自控設備（上海）有限公司
横河信息系統（大連）有限公司
Yokogawa Software Engineering (WUXI) 
 Co., Ltd.

Yokogawa System Integration & Procurement 
 (WUXI) Co., Ltd.

横河電機（中国）投資有限公司

韓国
韓国横河電機株式会社
韓国横河エレクトロニクス・マニファクチャリング
 株式会社

台湾
台湾横河股份有限公司

国内関係会社

横河ソリューションサービス株式会社
横河メータ&インスツルメンツ株式会社
株式会社オメガシミュレーション
横河医療ソリューションズ株式会社
横河商事株式会社
横河ディジタルコンピュータ株式会社
横河電子機器株式会社
横河パイオニックス株式会社
横河ファウンドリー株式会社
横河マニュファクチャリング株式会社
株式会社ワイ・ディ・シー
横河レンタ・リース株式会社
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会社情報/株主情報
2014年3月31日現在

商号
横河電機株式会社

英文社名
Yokogawa Electric Corporation

代表取締役社長
西島　剛志

本社所在地
〒180-8750 東京都武蔵野市中町2-9-32

創立
1915年9月1日

設立
1920年12月1日

資本金
434億105万円

従業員数
19,837名（連結） 2,958名（個別）

関係会社数
海外　70社 国内　15社

発行可能株式数
600,000,000株

発行済株式数
268,624,510株

株主数
22,898名

上場証券取引所
東京証券取引所

株主名簿代理人
みずほ信託銀行株式会社
〒103-8670 東京都中央区八重洲1-2-1

定時株主総会
6月

会計監査人
有限責任監査法人トーマツ

所有者別株主分布状況

個人株主  22,114名 (96.57%)
外国株主  407名 (1.77%)
その他法人  275名 (1.20%)
金融機関  63名 (0.27%)
証券会社  38名 (0.16%)
自己株式  1名 (0.00%)

株主数
22,898名

所有者別株式分布状況

金融機関 122,196千株 (45.48%)
外国株主 76,755千株 (28.57%)
個人株主 34,834千株 (12.96%)
その他法人 13,375千株 (4.97%)
自己株式 11,085千株 (4.13%)
証券会社 10,377千株 (3.86%)

株式数
268,624
千株

株主名 持株数（株） 所有比率（%）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 29,997,400 11.17

第一生命保険株式会社 15,697,000 5.84

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 15,048,200 5.60

日本生命保険相互会社 13,884,615 5.17

みずほ信託銀行株式会社 退職給付信託 みずほ銀行口
再信託受託者 資産管理サービス信託銀行株式会社

11,261,000 4.19

横河電機持株会 8,415,596 3.13

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口9） 6,492,600 2.42

ジェーピー モルガン チェースバンク385078 3,872,500 1.44

東京海上日動火災保険株式会社 3,521,236 1.31

BNPパリバ証券株式会社 3,393,385 1.26

※当社は自己株式を11,085,537株所有していますが、上記の大株主からは除外しています。

大株主（上位10位、敬称略）

● 株主情報● 会社情報



〒180-8750 東京都武蔵野市中町2-9-32
コーポレート・コミュニケーション室
TEL: 0422-52-5530   FAX: 0422-55-6492
http://www.yokogawa.co.jp/
http://www.yokogawa.com/

2014年8月発行
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